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2F一囓 植物培養細胞に おける全能性の難現

　　　　　　　　　　　　　　　 駒嶺　穆 （東北大 e 理 ・ 生物）

　　バ イオテ クノ ttジーは生物の機能を利絹す るテクノロ ジ…である。 従 っ てその発展 には細胞機能の

解明が、基本的に重要である。 植物の 細胞機能が動物 と著しく異なる点は 、 体細胞の もつ 遺伝子のすぺ

てを発現させ うる能力 、 すなわち全能性をも つ こ とで ある 。 全能性とは普適 、 1個の翻胞か ら 1個の 植

物体が分化 しうる機能、分化全能鞍をさす 。

一一・fi、 植物体の特窺の絽織や細胞に発現して いる二 次代謝

を、 未分化な培養細胞で発現さ憧るこ とは、代謝的な全能性の 発現と見なすこ とがで きる 。 大量繁殖に

せよ、 細胞育種にせ よ 、 有質物質生産に世 よ、 植物の バ イオデ クノロ　一一ジーは 、 全能性という機能の発

現の下に成立して いるともいえる。 ここでは 、 我 々の 研究室で 集積 した実験結果を墓 に分化全能性 と代

謝的全能性の 発現機構へ のアプロ ーチとバ イオテ クノ ロ ジー
へ の応罵の可能性に つ い て の べ る。

　　分化全能性発現のモデル 系として 、 我々はニ ンジン培養細胞にお ける不定胚分化の 系を絹い て い る 。

こ の 系は単細胞か ら 1個の 植物体が難生しうる とい う点で、全能牲発現の全過程 を研究す る理想的な

系で ある一方、ク ロ ーン植物を効率 よくうるとい う点で も有用蹴系で ある 。 しかし従来の系では不定胚

分化誘導頻度が低 く分化の 過程は葬同調的で あ っ た。 我 々は培養細胞 をサ イズ分画法 、 密度勾配分画法

等によっ て全能性発現の ttKテンシ ャ ル の 高い 細胞を選別し・ さらに 培養条件を検討するこ とに よ っ て 、

単細胞か ら85 − 90 ％の 高頻度か つ 岡調的に不定胚分化を謙 尊する系を確立 し艶。 この 系はsもage の

揃 っ た不定胚またはe胤bryogenicな細胞塊を多量に うるこ とがで きる点で 、 人工種子へ の応用も期待で

きよう 。 この系を用いて 、 分化の決定は単細胞がe曲 ryoge 論icな細胞塊に蕊 るphaseで お こ り、これに は

オ〜キシン を必要とするこ と、こ の phaseで DNA 合成、　RNA 合成、　 mRNA ， Ca2 ＋

の極性が細胞塊

内に出現し、この 極性が不定胚分化と密接に関連す るこ と、不定胚分化に特異的な タンパ クが 少数存在

し、その 合成は転写の 段階で制御吉 れてい ることなどが明らか にされ 艶 。 さらに全能性の ポテ ン シ ャ ル

の マ ーカーとな るようなタンパ クの 存在も示唆されて い る。一方こ の 系を用 い て単細胞に マ イクロ イン

ジ ェ クシ ョ ンで T −DNA の ocs 　geneが存在 する DNA 断片の 遡入に成功 し、 不定騒形成を経て再生 し

た植物体で滋入 し抱外来遺伝子が難現する ことが確かめ られ たので 、 こ の系な用い で 、 形質転換しだク

ロ ーン植物を効率よ くうる可能性が示され、細胞育種の 面で の駸開も期待 され る 

　　一
方二 次代謝産物ζこは紹織特異的に堆積するア ン トシア ニ ンな ど と葬特異的に堆積するベ タシア

ニ ンな どがあ る 。 前者の ようにあ る特定の 組織でその 生合成系が難現するこ とは形態的分化誘導と同じ

triggerでその 発現が誘認書れうると予想きれ るが、我々は ニ ンジン培養細胞で 不定胚分化誘導と同じ

triggerでアン トシア ニ ンを綉灘ずる系の 確立に成功 し艶 。 この アン トシア ニ ン生成誘導は、増殖 と

脊反してお こ り 、 分化全能性の斃現誘導 く不定胚分化誘灣〉生理学的に極めて 飆関してい る こ とか ら、

代謝的全能性発現の モデル系と考えられ る。 　 こ の アン トシアニ ン誘謬機構の key　s七epはchatcene

synthase の mRNA の転写段階であるこ とが明か とな っ te。

一
方ベ タシア ； ンに つ いて は ヨ ウシ ュ ヤ

マ ゴボ ウの 培義細胞で 増殖と密接に相関 してその 生 成が おこ るこ とが明 らかにされ た 。 從 っ て 二 次代謝

の 発現機構から有用物質生産にアプロ ーチするためには 、 ターゲッ トの 物質生成 と生理機能との相関髪

考慮す るこ とが重要で あろう。
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